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農村住宅の住宅内空間の構成変化と非日常的生活における部屋をどの使われ

方からみたその要因（ 奈良県磯城郡田原本町薬王寺の場合 ）

大阪工業大　　塩谷寿翁

目 的 ： 標 題 の 集 落 を 対 象 に 、 ① 畿 内 の 農 村 部 の 住 宅 の 建 築 的 な 構 成 と 部 屋 の 使 わ れ 方 と の 昭

和30 年 代 の 前 半 か ら50 年 代 の 前 半 に 亘 る 時 期 に ふヽけ る 変 容 動 向 、 と ② そ れ に 関 与 す る 生 活 的 条

件 、 と を 事 例 的 に 解 明 し よ う と す る 。　 方 法 ： 小 稿 で は 実 態 調i" の 結 果 を 基 に 、 既 報(2) で 明

ら か に し た 、 「 原 型 」(3) の 平 面 構 成 （ 間 取 り の 形 式 ） の 展 開 の 過 程 及 び そ れ に 対 応 す る 空 間 特

性 （ 主 屋 の 床 上 部 分 の 室 内 仕 様 の 特 性 ） の 変 化 、 に 内 在 す る 秩 序 性 と そ の 要 因 の 一 端 を 非 日 常

的 生 活 （ 人 生 儀 礼 ； 婚 姻 ・ 葬 送 ） に ふヽ け る 部 屋 を ど の 使 わ れ 方 の 変 容 の 動 向 か ら 追 究 す る 。

結 果 の 要 約･ ■ ① 農 家 建 物 の 各 部 分 が 非 日 常 的 生 活 の 各 過 程 に お い て 機 能 的 に 対 応 す る 使 わ れ 方

が 存 続 ・ 継 承 さ れ て い る 。 と く に ② 主 屋 一 階 の 床 上 部 分 で は 、 日 常 的 生 活 （ 日 常 的 接 客 生 活 、

家 庭 生 活 の 一 部 ） に 機 能 し つ つ 非 日 常 的 な 生 活 に 対 応 す る と み ら れ る 座 敷 様 の し っ ら え が 表 側

空 間 か ら 内 側 空 間 へ と 拡 が っ て い る 。 ま た 平 面 構 成 の 展 開 に 伴 い 「 四 間 取 り 部 分 」 が 日 常 的 に

は 空 室 と な り 非 日 常 的 生 活 に 対 応 す る 空 間 と し て 準 備 さ れ る 傾 向 が 認 め ら れ る 。 ま た ③ 昭 和40

年 代 の 後 半 期 以 降 の 主 屋 な ど の 建 て 替 え を 伴 っ た 建 築 更 新 を 契 機 と し て 、 近 隣 生 活 の 隣 家 関 係

に み ら れ た 非 日 常 的 生 活 （ 特 に 葬 送 時 ） で 相 互 に 住 宅 内 空 間 を 共 用 す る 使 わ れ 方 は 喪 失 し つ つ

あ る 。

(1) 標題の集落を対象に昭和u 年12 月より実施（全世帯155 戸のうち68 戸を占める全農家 一昭和50 年現在－ を対象にし､ 住宅の平面構成の変化の年次的な対比の可能な

46戸を選びう6  29戸について実態調査した）。
(2) 本研究の一部は拙稿「都市近郊における農村住宅の建築的構成と住生活の変容に関する研究（ 奈良県磯城m 田原本町薬王寺の場合 ）その1 建築的構虞の変化」

ｒ日
本建築

学会論文報告集
』第3Z6 号､ 昭和58 年4 月pp.185~146

及び拙稿「同その2住生活の変容」『同』第383 号､ 昭和53 年11 月pp.109~119. などとして公表した。

（3）昭和20 年代における調査対象集落の農村住宅の主屋の標準的な間取り形式。

６月２日（日）第９会場
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その1　 瀞制しと住玉尭擾ゑの関切り
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時に勾く<ri-趾しヤ 屠ともrら しに,   特則t 玉祐痩違・ での矛有μ老しい。あ研允はこつ

しr-v勁､･てn ち、灘 判 び 滋寝の果なる児威の居住危乞対象バ、郡市化川M 魂瓜び糸島
・ぶ てilぼ^ 影 包把握し、犯蔵別息識躊征乙 り^r. し:仙 のJヽ あヽる。
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し、域恥映參・ﾎヽ7^ ド カカ ーノ恥
②住亀激紆･^、全体的に将貳希似iを]いが、 床恥咳でn 尺靭巾部鶴
⑤£嗜の詞側面での郡市化現私に汀すろ細ゐ＆、肯吏的側面・名幻 刎則面にや了把握t 石
乙､ブ 看㈹ の禰目ば石走側に吹けとめらViﾏ いろ。しかもその筑牟ほ徊忽餅勺て8割 乞診
乙 廓和 い もにら１矛勧 洪 ぶ ゐ禽としl た^ しﾏ い球､ ヵ慢 解マツ ゐ。ま叫 巴心 肺
mi 差乙し川 し 郡制しの鳶恥 頌 い叱鳳`ほど、拘唄的-iカソ に封しマ肯たり傾剛 偉 く、
人間関係面に珂し1. l延 匙的時向の束まる鳥吋 繊z ヽヽさら。④往還胤の郡制じ評価乞みる

と、熟れな住急叱開化lて対じ7 は宵匙的でふるμ、スず口り しhじ 南舶しの危険柾毎に対
しz ほ石孔的評価おり 約めマ高い。しおし桂宅兜開死にぶゐ郡制し遠通μこうした店孔的
要系乞必鳶的に～含しマいゐ廓欠君ほ、結条的lてa 矛盾しに郡市化哨 函の存1^が認内られ
ゐ. ^ 今夜の郡市化の匍叙 べ封しZ ば、徴料鳶征危の石^ 的確掴が強い。


